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This paper reconstructs "Utsuboya-chou" and MKodo-chou" facing on to Kokawa-dohri street in the upper

district KamlgyO at the end of the 16th century. "Rakuchu rakugal Zu" depicting the middle of the 16th cen-

tury's Kyoto showed that there were streets along the both sides of Kokawa-river which flowed from north

to south. On the other hand, the "Rakuchu ezu" drawn in the first part of the 17th century showed no

street on the west side of Kokawa-river. The transformation can be guessed by the reconstruction from
''Sashidashi" in the "Daichuh'in archives". "Sashidashi" measured not only frontage of dwellings but width

of backyards in 1587. The paper concludes that the dwellings facing on to the street or across the river

were started to stand in a line with no plot division after the fire in 1573. It was from 1573 to 1587 when

the communal backyard behind the houses was gradually divided into strips among the dwellings.

Kegu)ords.･ Utsuboya-chou, Kodo-chou, plot division into strips, reconstruction, Daichuh'in archives, build-

ings prior to plot division
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1.目的と方法

本論は,歴史的な都市の形成を建築的なスケールから

把握することを意図している｡都市域がかたちづくられ

ていくプロセスのなかで,建築の果たした役割を問う｡

この間題意識を通じて,都市の挙動と建築のそれを同一

の姐上に載せることにより,この両方を一連のものとし

て考察し得る｡

計画された都市と計画されていない都市(planned

and unplanned■1■)という,都市の二項対立的な捉えら

れ方はさまざまであるが2',この分類法は,第-に計画

の主体として為政者のみに偏重し,第二に計画と論理を

同義的に連想している難点をもつ｡つまりこの分類法は,

為政者のコントロールから逸脱する現象にたいして,無

計画とのレッテルを貼ったうえで, "unplanned"のカ

テゴリーをあてがうものである｡そのためこの種の分類

にもとづく考察は,匿名かっ不特定多数の個人による無

意識的な都市形成を論理的に明らかにする術をもたない｡

しかし実際の都市は,現実的な人々の暮らしを踏まえた

計画と,計画的なコントロールの影響をこうむった現実

の,どちらが卓越することもない場所であり,引かれた

線とそれに則る民衆という構図からなる世界ではない｡

本論は,計画されていない都市のなかにある計画性,不

規則な都市膨張のなかにある規則を探る｡このとき,具

体的な建築の姿にたいして積極的に目を向け,その捕捉

のために,隣地境界線のありように注目する(図-1参

照)｡

この考察の対象となる時代には,中世的な体制が崩れ

て新たな秩序が生まれつつある16世紀末を選び,場所は

京都･上京の小川に沿った地域とする｡すなわち,元亀

4年(1573)の上京放火からの復興を契機とする都市形

成を観察することになる｡織田信長による上京放火と,

豊臣秀吉による天正後半期の寺地の移転は,当該地域に

おける領主的土地所有の解体の意義をもつとともに,人

図-1　敷地境界の模式図

町境界線
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ら一条通りまでの流路に沿って小川通りが南北に通る｡

立売通りで東折する小川の両側に御三間町が位置する｡

また,表一1に示した上小川町以下の町が,立売通りか

ら一条通りまで北から南へ順に並んでいる｡本稿はとり

わけ,この南端に位置する草堂町および,草堂町の北に

隣接する扱屋町について論じる(6)｡すなわち,義- 1に

て*印をっけた指出(受入131番および128番)に即して

地割復原を試みる｡

3.草堂町と一連の町の復原

3-1　西側の復原

受入131番の全文を以下に掲載する｡家主ごとに適し

番号を振る｡ 1間-6尺5寸, 1尺-303mmにて換算す

る'7)｡

史料1　枚屋町カ(大中院文書,受入131番)

(前欠)

1)□弐問三寸五分　　をく-十弐問二尺八寸

此内川之はゝ二間々中

うらのはゝ壱問五尺　　　　　　はねや孫四郎(花押)

2)□弐間八寸五分　　をくへ十二間三尺二寸

此内川之はゝ二間々中

うらのはゝ弐問一尺一寸五分　　　玉や五郎三郎(印)

3)□壱問四尺　　　　をくへ十二間一尺五寸

此内川之はゝ二間々中

うらのはゝ壱間四尺　　　　　　　　口や弥七(花押)

4)□弐間弐尺二寸　　をくへ十二間二尺二寸

此内川之はゝ二間々中

うらのはゝ二間壱尺　　　　　　　　ちや染屋字福0

5)□弐問四尺一寸　　をくへ十問四尺

但西ヨリ五間三尺五寸めより北へ一尺三寸ひろ□

此内川之はゝ二間々中　　　　　宗国(印)

6)ロロロロロロロロロ[コロロ[コロロロ

但西ヨリ五間口□[コロロロロロロ壱尺三寸せは□

此内川之はゝ二間々中　大工新右衛門口□

7)□壱問五尺一寸　　をくへ七問三尺

此内川之はゝ三間

うらのはゝ弐問壱尺　馬く郎甚左衛門(印)

8)□弐間四尺一寸　　をくへ六間五尺九寸

此内川之はゝ二間々中

うらのはゝ弐間口尺六寸　　　　うつほや新五郎(印)

(後欠)

この指出では,多くの敷地が,間口寸法(口),裏行

寸法(をくへ),ウラの幅寸法(うらのはゝ),川幅(川

之はゝ)という, 4つの数量をもって把握されている｡

｢うらのはゝ｣を,どこのウラの幅とするかによって,

措かれる復原図に大きな違いがでる｡もし敷地の地尻側

(町域内奥部)の幅であると捉えるならば,台形や平行

四辺形からなる形態を与えるだろう｡そうした隣地境界

線の生成過程や敷地の利便性を考慮したとき,この形態

はまったく合理的たり得ない｡すなわちこの形態は,史

料上の文言に合うとしても現実の都市形態には合わない｡

まずはじめに,この指出は受入129番の後端部に記さ

れたように｢西口川之上｣(8)を捉えたものであることが

想定できる｡すなわち,これらの家々は｢川之上｣にた

てられていた｡これらの家々は,戦国期の洛中洛外図犀

風に見られる小川通りに面した川の上にたっ建物群に合

致する(9)｡洛中洛外図犀風の描写では小川の両側に街路

が通っており,西側の街路はとくに,誓願寺や草堂･百

万遍といった,人気の寺に面して賑わいをみせている

(図-4参照)｡また,永禄8年(1565)に上京の主要な

スポットを見物したフロイスのことばを借りれば,御所

から細川殿へいく道は｢広く真直ぐでまったく平坦な街

路｣である｡小川通りと断定できるその街路は, ｢人々

は夜になると(その街路を)皆両側とも門と鍵で閉鎖す

る｡ここには,絹や般子の機織り,その他扇子の製作者,

また各種の別の職人が大勢いた｡それらの店舗の真申に,

全市でもっとも参詣人の多い百万遍という阿弥陀の寺が

あった｣9)という｡

いっぽうで,受入131番に記載された個々の奥行は,

小川通りの西側にあって,川幅をはるかに越えた規模を

もつ｡家のウラ手にそれぞれの家に附属した土地を備え

た家屋敷になっていると考えられる｡そしてこのウラ地

の幅と,オモテの川の上の家のそれ,すなわち間口寸法

が異なるため,両者がずれている,そうしたありさまを
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16世紀を措く洛中洛外図犀風と17世紀前半を捉えた洛

中絵図の比較から明らかなのは,戦国期から近世初期の

あいだに,小川の西側の街路がその役目を終え,その土

地が個々の敷地の一部へとり込まれていく過程があった

ことである｡この間に上京は,放火に遭い,復興を遂げ,

小川の西側に位置していた寺地は豊臣秀吉(1536-1598)

の命で移転した帆｡その過程の萌芽的状況は,すでに戦

国期の洛中洛外図犀風のなかに見えている｡たとえば,

高橋本の措く草堂門前の川の上の家(図-6参照)は,

川幅にたいして若干寸足らずで,岸と岸に土台をさしか

けるのではなく,河道内に杭を打ちこみ,その杭に土台

をさしかけているように見える｡注目すべきは家のウラ

側,すなわち川の西側である｡家のウラから街路対岸に

ある草堂の築地まで,土塀を伸ばしてウラに土地を囲い

込んでいる｡川の西側にある街路は封鎖され,通りに面

した川の上の家がウラ地を囲い込むすがたを捉えている｡

すでに絵画史料から確認できるこうした経緯を,文献史

料からなぞっていく｡

図-6　草堂門前の川の上の家(洛中洛外図犀風･高橋本,

京都国立博物館編(1997) ｢洛中洛外図｣淡交社, 44頁)

さて,復原にあたって,この8つの家屋敷のなかで例

外的にウラの幅が記されていない, 5番と6番に着目す

る｡代わりに, 5番と6番には両者のあいだの隣地境界

線の雁行が記されている｡ 6番は著しく汚損しているが,

残存する文言は5番と完全に対応しているOBo　すなわち,

｢西ヨリ五間三尺五寸め｣に隣地境界線の雁行があり,

そこで凹凸が過不足なく噛み合っているとみなすことが

できる03)0

こうして,間口とウラの幅がずれていない5番･ 6番

(図-7中★印)を,家とウラ地がずれていない矩形の

敷地であると理解する｡ウラ地における隣地境界線がそ

のまま通りに直交する垂線となっていると捉え,この隣

地境界線をこの復原図中の南北方向の寸法の規準にして,

川の上の家の間口寸法とウラ地の幅寸法を,間口とウラ

の幅とで別々にとっていくことができる｡つまり,建物

の幅とウラ地の幅を別々にとっていく｡ここで, ｢川の

上の家｣を《物≫　として捉える｡両寸法のずれは,任意

の奥行規模をもつ通りに面してたっ家の存在を想定する

ことによって,吸収される84｡すなわち, ｢間口｣とは,

家が通りに面している部分の間口寸法である｡ ｢うらの

はゝ｣とは,家がウラ側で面しているウラ地(15)の幅,す

なわちセドu6)の幅である｡そして両者の幅が別々である

ということは,一直線をなす隣地境界線には建物が納まっ

ていない状態を指示する｡この形態上の特徴を本論はす

こぶる重視する｡

また同時に,間口寸法に《物》　としての家が対応した

のと同じように,町境界線にも,対応するなんらかの境

界装置を想定する｡東西方向(裏行寸法)の起点として,

町境界線を　《物》　として捉える｡このとき,地尻が土塀

や垣などの一直線の　《物》で揃えられ,逆に家が道路側

で微細に凹凸する脚｡

以上の方針にもとづきながらも,実際の復原に際して

は,いくつかのバリエーションが生まれる｡バリエーショ

ンを生み出す分岐点と選択肢n劫の大枠は,以下の3点で

ある｡

1)地尻の揃え方

裏行の規模は大きく3つの段階に分布している｡そ

のとき, (i)　3段階とする, (止)　3つとも揃え

て1直線とする, (in)北側2つを揃える, (h,)

南側2つを揃えるという, 4通りの地尻の揃え方が

考えられる｡

2)川の位置

流路は,家の位置や5番･ 6番の隣地境界線の雁行地

点や7番の広くなっている部分の扱いなどと,かな

らず整合しているはずである｡ 1)の(止)以下の場

合については,どの家のまとまりを｢川之上｣と判

断するかによって,選択肢が構成される｡一方で,

川の水面上で隣地境界線が雁行するとか,川岸から

著しく離れた場所にたっ家というような形態は,覗

実的な物と状況を想定し得ないため,その選択肢を

棄却する規準となる｡

3)川の雁行

2)に関連して,川が途中で曲がっているのかどう

か,曲がっていたとしてどのように曲がっているの

か｡

これらをふまえて,次に2つの復原案をバリエーショ

ンとして示す(図- 7の(彰および(参参照)｡

まず,地尻を大きく3列とし,逆に家々を通りに面し

て揃えるq9)｡川は,すべての家の下をほぼ直線的に流れ

る流路を想定する｡そのとき, 7番の家における川幅の

広がりは,雁行部分での樹形とし,あわせて, 7番の家

の奥行も川幅と同じく3問とする(図-7復原案①)｡

この形態が第一のたたき台となる｡
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さきほどの受入131番と同じように,受入128番におい

ても, ｢口｣を家の間口寸法とし, ｢うらのはゝ｣を家の

ウラ地の幅とする｡そのうえで, ｢口｣と｢うらのはゝ｣

を別々に寸法をとっていき,任意の奥行の家を街区の通

りに面した部分に想定するという方針に従う｡ただし,

受入128番の場合,川の幅にもとづいた家の奥行を前提

できないので,川の反対側の家々にあわせて,一律に2

間半としておく｡

ここでも, ｢うらのはゝ｣を記していない5番(☆印)

の敷地に着目するeV. 5番の敷地では通りに面してたっ

図-8　4番～6番を文言通り作図

図-9　撞木形敷地の形成モデル

5575皿＼ .g 4)うらのか壱嗣尺三寸 滅B�

上場高二尺附ひろL k闘二尺- 
港 ��

☆5)〔記離し〕 /ン ヾ､ 

)/ /ノ 6)うらのはゝ壱間三尺二寸五分 ��

リー＼悠57mm 

(行頭の数字は該当する文言を記載した敷地の通し番号)

図-10　文言と形成過程を考慮した復原の詳細

家の間口寸法とウラ地の幅が同じで,両者がずれていな

いものと仮定して,復原にとりかかる｡

記載されている文言通りに形態を与えたとき, 3番･

4番のあいだ,および6番･ 7番のあいだの隣地境界線

に,文言にはない雁行が発生する(図一8参照)｡さら

に,このような複雑な隣地境界線ができあがる事情を推

察しにくい｡むしろ,図-9に示したような過程を経て,

5番のような撞木形の敷地ができあがったと考えられる｡

すなわち,分割されていない一体的な町域,あるいはす

くなくとも　3軒分の間口に相当し得る規模のウラ地が

1つまずあり,両端の2軒が中央の1軒と地尻の境界装

置を共有しつつも,各々の間口寸法に準じて(中央の家

に気兼ねをしながら)ウラ地を囲いこむ｡もし当初の大

きな敷地が5番の家主に占有されていた土地であったな

らば, 5番から4番･ 6番への分筆ということになる｡

つまり,この場合は5番のウラ地を単一で規準とする

のではなく,原初的に一体であったと想定される4番～

6番(☆印)というかたちで,南北方向の寸法について

の規準として扱う｡

図-9に示した分割過程にもとづくならば, 5番の隣

地境界線の雁行部の,通りと平行する部分の長さは,北

側では4番のウラ地の幅と,南側では5番のそれと同じ

になる｡文献史料における文言と形態の生成過程をとも

に満たす地割は以下である(図-10参照)｡ 4番～6番

は単体としてではなく3軒で矩形の一体的なウラ地をな

すことから, 3･4番間,および6･7番間の隣地境界

線は直線である｡その直線から所定のウラの幅分だけ平

行に離れたところが5番との隣地境界線となる｡ 5番の

｢うらのはゝ｣の記載はない｡本来同じ部分の寸法を表

裏別々に計測した結果としか考えられない, 3 ･ 4番問

と6 ･ 7番問の隣地境界線のずれには,寸法計測のすき

まを仮定する｡対応するものとしては,何らかの厚みを

もった構築物(境界装置である土塀など)の存在を想定

するcB｡

以上の方針のもとに,受入128番の復原図を示す(図-

11東側)｡

3-3　川の上の家あるいは通りに面してたっ家を原形

とする,短冊形地割の生成および町域の形成

いま提出した復原図は,地割復原図でありながら建物

としての家を書き込むという,土地と建物の双方を捉え

た形態をなしている｡この家並は,ウラ地の隣地境界線

を通りまで延長してできる一筆の矩形の枠内に納まらな

い｡川の上や通りに面してたっ家の存在を前提としなけ

れば,間口と｢うらのはゝ｣とが異なる寸法を記した指

出に即した復原図は描けない｡同じ理由で,家が先行し
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通　/1､　通

り　　川　　り

②元亀4年～天正15年
川の上の家が西側の街路を塞ぎながら､
.段階的にウラ地として囲い込む
川の横の家もこの囲い込みを追随する

図112 Jllの上の家を契機とする短冊形地割生成モデル

自らの家のウラ側に小片の土地を囲う家が出てきただろ

う(図一12の②)｡その原因として,家々の諸設備の充

実に伴う,奥行規模の充実が挙げられる鞠｡戦国期の洛

中洛外図犀風に見られたような一体的かつ共同的なウラ

地を不要とするためには,個々の家が井戸や便所といっ

た設備を準備し,完結していく必要がある｡そのとき,

家屋の規模の増大分はウラ地に向って振り向けられるは

かない｡一体的かっ共同的に利用されていたウラ地が解

体されるに伴い,個々の家々の背後の土地の重要性の認

識が高まり,そこに向かう増殖が本格化するとき,家々

が個々に用益できる範囲を物理的に明示しておく意味で,

居住する町人自らが何らかの境界装置を設けたと考えら

れる節｡復興を促進せんとする公儀や,かつて地子を収

取していた領主による専断的な地割の敷設が建物の立地

に先行していたという地割先行型cB)は,この場合,妥当

しない物｡家屋敷を貫通する流路は,短冊形地割の生成

よりも早い段階で,川と家々の配置があったことを示し

ている榊｡

川の上や通りに面した家による,ウラ地への展開と隣

地境界線の伸張は,それが町境界線に達した時点で終了

する(図-12の③)恥｡

この雁行する隣地境界線は,個々の家の更新にともなっ

て,道路境界線までオモテに向って伸張されたならば,

換言すれば,ウラ地にもとづいて面路部分(家のたって

いた部分)が割りなおされたならば,あまねく見られる

ような細長い矩形からなる短冊形地割が完成する｡

4.結論

大中院文書所収の指出から,受入131番(教屋町カ)

および受入128番(草堂町)の地割を復原した結果えら

れた,天正15年(1587)時点で小川通りに面した家並は,

-直線の道路境界線とそれに向かう垂線である2本の隣

③天正15年
家とウラ地がずれた隣地境界顔
をもつ､町域が形成される

地境界線から成る矩形の枠内に納まらない姿であった｡

これは隣地境界線よりも時間的に家が先にたったことに

起因する｡このとき,はじめにあったのは, ｢プラン｣

としての地割ではなく, ｢何らかの前都市的核｣(32)として

の建物であった｡すなわち,上京放火後に形成された都

市域では,街区ではないところに家がたち並び,その家

のウラ地の拡充によって町域ができあがる場合があった｡

また,一体的な町域が間口に準拠しながら細分化される

ことで短冊形地割が生成する場合があった｡

放火後の上京という個別的条件を捨象したとき,小規

模な建物群によるこのような地割の形成は,あまねく見

られた現象であったとの推測が成り立っ｡というのも,

近世初頭の急速な都市膨張にあって,新生の都市域に,

新設であれ継承であれ地割がことごとく存在していたと

は考えにくい｡一方,建物先行型は,効力のある地割を

もたない土地に,家々がたち並び,これらが個々に更新

してゆくという,きわめてシンプルな環境設定から展開

し得る｡このとき,建物先行型による形成過程を近世都

市化に見られた支配的なタイプと見通すことができる｡

とりわけ放火から復興した京都･上京の小川の上は,建

物先行型によって進展した都市域の典型である｡

補注

(1)アルド･ロッシは, ｢プラン｣を都市が内包するさまざま

な要素の1つ(に過ぎない)と考えることで,計画された/

計画されていないという二分法を絶対視しない｡ (文献1)

p.99参照)

(2)たとえば, ｢安堵型｣と｢創出型｣ (文献2)①p.163参照),

｢比較的自然で,一般的な過程の型｣と｢領主主導による人

為的な型｣ (文献2)②pp.340-3参照), ｢自治型都市｣と｢建

設都市｣ (文献2 )③p.42参照)｡

(3) ｢建物先行型｣に対立する概念として｢地割先行型｣ (補注

㈲後掲)がある｡なお,短冊形地割が近世化の過程で生成さ

れたとする説に関連する論文は文献3)の通りである｡
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る数値を明記している｡ 5 ･ 6番と3番の違いを次のように

解釈する. 5 ･ 6番では単に寸法が一致するだけではなく,

位置的に正対している｡隣地境界線は間口からウラまで一直

線であるから,記載が省略される｡ 3番は寸法は一致しても

位置は断層のように平行移動し,ずれている｡だから省略さ

れない｡よって, 5 ･ 6番を基準軸として南北方向の寸法を

とることができる｡

(13)正確には, 5番の文言から6番の間口寸法を導くことはで

きないが,便宜的に同値を用いる｡ 6番の間口寸法が違って

いたところで論旨に影響はない｡なお,この雁行の表現から,

5番より6番の方が北に位置することが知られる｡そして,

表1に示したように川幅を記すのは｢西口川之上｣以降であ

るから,この持出は西側である｡つまり,これは東側北側か

ら時計回りに記入された指出の,西側南側の一部である｡

(14)復原図では,間口寸法を家のオモテの幅とし,川幅をその

まま家の奥行とした｡なお,洛中洛外図犀風に見られる描写

を観察すると,家の奥行と川幅のバランスとしては, ①家と

川幅がぴったり一致するもの, ②川幅が広く,家がウラ(西)

側で足りていないもの, ③家の方が広く,オモテ(栄)の道

路側にはみ出ているものの, 3パターンあり得る｡つまり家

の奥行はあくまで任意かっ便宜的なものであって,当時の町

屋の常識的な規模(2間強～5問弱程度であろう)を逸脱し

ないかぎりどうでもよいし,論旨にも関係ない｡家のウラ側

の建築線と隣地境界線がきわめて複雑な取り合いとなる場合

があるが,作図上,建物の奥行を一定としたために生じてい

る｡

(15) Vra.ウラ(裏)には, ｢家の背後｡または,家のうしろに

ある狭い土地｡｣という意味がある(文献12)p.731引用)｡語

義的に完全に合致している｡

(16) Ⅹedo.セド(背戸) ｢家の裏手,または,ある隠れた場所｡｣

(文献12)p.744引用)

(17)境界装置とは,築地,土塀,生け垣,木柵など｡抽象的な

権利境界ではなく,具体的に他者の侵入を阻み,あるいは視

界をさえぎる物｡洛中洛外図犀風にもその存在が散見される｡

これらが家主ごとに小刻みに凹凸し,かつそれを厳密に計測

しているとは考えにくい｡

(18)復原から懇意性を排除するため,川も通りも直線かっ平行

を前提とした｡実際には川も通りも真北よりすこし西に振れ

ていて,川の方が傾きが大きい｡川幅寸法は,数字の丸まり

方から推して,厳密な計測を要していないか,暗渠化して正

確にはできなかったものと考えられる｡補注(14)に述べたよう

に,家の奥行規模は任意である｡なお,洛中絵図の敬屋町西

側の北端に,よく似た小川の雁行があることを指摘しておく｡

敷地の裏行寸法が北へいくにしたがって漸減していることか

ら,復原部分(受入131番)が街区の北端とする想定にも合

致する.この点については補注(3Bも参照のことo

(19)この形態の根拠を詳細に触れておく｡近接する奥行規模に

ごとに, 1番～4番, 5番･6番, 7番･8番の3グループ

に分かれる｡各グループごとに地尻を揃え,道路境界側に微

細な出入を生じさせる｡まず1番～6番について,建物の奥

行-川幅という前提により,道路に接して2間半の建物部分

を想定し,なかでももっともセットバックした家(3番)に,

川岸と他の家々のウラ側の建築線を揃えた｡これにより, 3

番の家を最小として,個々の家の規模にばらつきが出ている｡

4番と5番のあいだ,および6番と7番で,奥行規模が切り

替わる場合は,隣接する家を道路側で揃えた｡

620)小川の東側に沿ってたっ家について,補っておくo ｢京都

府地誌京都二｣によると,針屋町の町名の由来を次のよう

に説く｡ ｢針屋町　古代へ　羅漢橋南町卜唱フ｡天正頃,針

屋宗五卜云ヘル者衆こ代り豊臣氏ヨリ小川ノ水上架屋ノ許可

ヲ裏ク｡故こ,土人其家号ヲ町名こ立テ,其徳ヲ戴クヲ棲ス｡｣

(文献13)①p.73引用)秀吉から小川の上に家を建てることの

許可をとりつけた者の手柄をたたえている｡これを事実と仮

定したならば,天正期には小川の上に家をたてることは原則

として禁止であったことが知られる｡ここでいう｢許可｣が,

(a)新築の許可なのか, (b)既存の水上架屋の存続を許したもの

なのかによって,その禁止の程度が異なる｡ (a)ならば川の上

の既得権は守られているが, (b)ならば,既存の水上架屋を取

り壊すなり移動させるなりすることが求められていたことに

なる｡ (b)であり,もし移動が求められたのなら,そのもっと

も簡単な移動先は河岸である｡土台をもつ構造形式である川

の上の家は容易に河岸に移されたであろう｡ ｢針屋町｣の場

合,実際には許可を得て小川の上に家をたてることが認めら

れたのであるから,川の上に家がたっていても良いが,針屋

町以外では, (a)により,川の上に家がたっている景観と, (也)

により,川の上は避けて家がたてられている景観の2通りが

想定できる｡また,東側の通りの西端に,すなわち小川の東

岸に沿ってたつ家は,洛中洛外Eq犀風(上杉本)からも観察

できる｡まったく同じ時期に小川の川の上について言及した

今谷明と高橋康夫は,示し合わせたように上杉本の措く草堂

門前に疑問を呈した｡東博模本と高橋本が草堂門前に川の上

の家を措くのにたいし,上杉本では川の東側の通りの端に家

を描く｡川の東側の家について, ｢むしろ本来は小川の上に

水上家屋として措き込むべきもの｣ (文献8)p.115引用)と

し, ｢この小川に限っては東博模本の描き方が残存文書に合

致し,写実･記録性があると考える｣ (文献13)②p.222引用)

という｡しかし,提出した復原図が示すように,裏行寸法の

違いによって道路境界線-建築線はきわめて著しく雁行して

おり,それは軒の出具合程度の凹凸ではない｡当時の家1軒

分の裏行を想定してあまりある凹凸である｡おそらく川の上

にたてられるのと同等の選択肢として,川を越えて東岸に沿

わせて街路上にたてられた結果であろう｡復原図のような,

天正15年に現われた形態が,放火以前にはまったくあり得な

かったとする理由はない｡写実性に定評のある上杉本が描い

たように,東岸にも家がたてられる傾向があり,むしろ天正

期の例は,古くからあった習慣が再現されたものと考えられ

る｡

位1)なお, 3番と9番にて,分単位までの計測を-て間口寸法

とウラの幅寸法が一致する｡このどちらか一方を軸として規

準とした場合,ウラの幅を記さない5番の扱いに困るうえ,

結局は他方でずれることになり,いずれを選んだにしてもそ

の懇意性を避けることはできない｡補注(12)で推定したように,

寸法が一致しているだけでは家とウラ地が正対しているとは

限らない｡むしろ, (位置的にずれているにもかかわらず)

これほどまでに正確に間口とウラの幅が一致することは,ウ

ラ地の規模を建物の規模に準拠して決定したことの証左とな

る｡ただし,結果論的には4番の隣地境界線が直線化される

ため, 3番を規準とすることは可能であった｡

位2)物に即して寸法を計測する場合,境界装置の芯を捉えて,

芯々で計れば物の厚みは生じない｡なぜこの部分だけ厚みを

もった物が存在しているのかは断定できない｡

e3)短冊形地割をもった町域が完成する過程の,概念的なモデ

ルとして示す.通りの位置や規模,図(参における囲いこまれ

たウラ地の規模については,正確な値は知り得ない｡ただし,
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